


職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程               
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

建築専攻 

鉄骨構造 
（Steel Structure） 

 2単位 

（36H） 
今井 卓司 

（外部講師） 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
3年次後期 必修 

 
授業の目的と概要 

【目的】建築構法の1つである鉄骨構造の構造特性および強度評価法について理解する。 

【概要】鉄骨構造の力学的特性を理解するとともに、基本的な構造計画および構造計算について学習する。特に、鉄骨構造で問題となる座屈を考慮

した強度評価法を学習し、さらに振動を考慮した耐震設計について習得する。 

【キーワード】躯体工事、仕上工事、建築設備工事、材料特性、施工要領 

 
到達目標 

1. 鉄骨構造の概要と特性について資料を見ながら説明できる。 

2. 鉄骨構造の各部材の設計について資料を見ながら説明できる。 

3. 鉄骨構造の接合部およびスラブの設計について資料を見ながら説明できる。 

4. 鉄骨構造の構造計画ができ、基本的な構造強度に関する検討ができる。 

 
授業計画 備考 

1 鉄骨構造の概要  

2 鉄骨構造の力学的特性  

3 構造計算の概要  

4 構造計画手法  

5 引張材の力学  

6 圧縮材の力学（長柱の座屈、局部座屈）  

7 曲げ材の力学（強度と変形）  

8 曲げ材の力学（横座屈）  

9 接合部（ボルト接合）の評価  

10 接合部（溶接接合）の評価  

11 冷間成形角型鋼管柱の評価  

12 接合部（柱脚）の評価  

13 建築物の振動  

14 耐震1次設計  

15 耐震2次設計  

16 鉄骨構造の構造計算  

17 期末試験  

18 期末試験  

 

評価方法 期末試験(100％) で受講者の学習到達度を評価する。 

教科書及び参考書 
教科書：講義レジュメ 

参考書： 

主な使用機器等 電卓 

その他  

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程               
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

建築専攻 

鉄筋コンクリート構造 
(Reinforced Concrete Structures) 

2単位 

(36H) 

舩木 裕之 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
3年次前期 必修 

 
授業の目的と概要 

【目的】鉄筋コンクリート構造の原理とその部材の設計方法、評価式の成り立ちについて演習を通じて習得することを目的とする。 

【概要】授業は複合材料である鉄筋コンクリート構造に関して、その構成理論、部位別の設計理論を学習する。また演習を交えながら、その構造性能お

よび構造設計理論を学び、具体的な鉄筋コンクリート梁、柱等の構造設計を行えるように学習する。 

【キーワード】躯体工事、仕上工事、建築設備工事、材料特性、施工要領 

 
到達目標 

1. 鉄筋コンクリート造構造の構造計画の特徴について説明することができる。 

2. 鉄筋とコンクリートの材料特性について説明できる。 

3. 鉄筋コンクリート梁の断面算定を、資料を見ながら計算できる。 

4. 鉄筋コンクリート柱の断面算定を、資料を見ながら計算できる。 

5. 耐震壁の役割について説明できる。 

6. 2次部材の断面算定が計算できる。 

 
授業計画 備考 

1 鉄筋コンクリートの構造の概要（ガイダンス）  

2 鉄筋とコンクリートの材料特性  

3 曲げを受ける鉄筋コンクリート梁の概要  

4 曲げを受ける鉄筋コンクリート梁の曲げモーメントと曲率の関係について  

5 せん断力を受ける鉄筋コンクリート梁について  

6 鉄筋コンクリート梁の設計演習  

7 圧縮軸力を受けるコンクリート柱について  

8 曲げと軸力を同時に受けるコンクリート柱について  

9 せん断力を受けるコンクリート柱部材について（荒川式による検討）  

10 せん断力を受けるコンクリート柱部材について（トラス・アーチ理論による検討1）  

11 せん断力を受けるコンクリート柱部材について（トラス・アーチ理論による検討2）  

12 せん断力を受けるコンクリート柱部材について（付着応力度）  

13 鉄筋コンクリート柱の設計演習  

14 耐震壁について  

15 スラブの設計について  

16 仕上、設備、施工を考慮した鉄筋コンクリート造建物の設計の留意点  

17 期末試験  

18 期末試験  

 

評価方法 期末試験(80％)、課題(20％) で受講者の学習到達度を評価する。 

教科書及び参考書  

主な使用機器等  

その他  

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程               
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

建築専攻 

建築設備 
（Building Services） 

 2単位 

（36H） 
橋本 幸博 

有馬 雄祐 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
3年前期 必修 

 
授業の目的と概要 

【目的】建築において、健康的で快適な室内空間を維持する上で、建築設備は不可欠である。建築のエネルギー消費は建築設備によるものであるこ

とから、建築とエネルギー消費の関係を考える上で、建築設備の知識は必須である。また、建築設備は大気汚染、水質汚染、土壌汚染など

の地球環境に与える影響を低減させるためにも、重要な役割を担う。本授業では、空気調和設備について理解し、空調熱負荷計算による空

調設備の設計手法を把握することを目的とする。 

【概要】建築を計画する上で必要な建築設備工学の概要を理解し、空気調和設備について学習する。空調熱負荷の種類、湿り空気線図の使い方、

空調熱負荷計算法、熱源設備、空調機器設備、ダクト設備、配管設備、自動制御設備などについて学ぶ。 

【キーワード】地球環境と建築生産、法規制、騒音・振動、大気・水質・土壌汚染、廃棄物、地球環境保全、空調熱負荷、空調熱負荷計算、湿り空気

線図、ボイラー、冷凍機、ヒートポンプ、p-h線図、冷媒、エアハンドリング・ユニット、ダクト、到達距離、ADPI、吹出し口、配管方式、密閉

配管、開放配管、蓄熱式空調システム 

 
到達目標 

1. 空調熱負荷について説明ができる。 

2. 湿り空気線図を理解し、湿り空気線図を用いて空調熱負荷の計算がで

きる。 

3. ボイラー、冷凍機、ヒートポンプの種類と機能について、説明ができる。 

4. エアハンドリング・ユニットの機能について説明ができる。 

5. ダクト設備について理解し、ダクト系の設計ができる。 

6. 配管設備について説明ができる。 

7. 建築が地球環境に与える影響について説明できる。 

 
授業計画 備考 

1 ガイダンス（建築設備が地球環境に与える影響）、湿り空気の性質  

2 湿り空気線図の使い方  

3 空調熱負荷計算(1) 冷房負荷計算  

4 空調熱負荷計算(2) 暖房負荷計算  

5 空調熱負荷計算(3) 装置負荷計算  

6 ボイラー  

7 冷凍機・ヒートポンプ  

8 p-h線図と冷媒  

9 エアハンドリング・ユニットの機能  

10 個別式空調機器の機能  

11 ダクト系と送風機の運転  

12 ダクト系の設計  

13 吹出し口・吸込み口・室内気流分布  

14 配管系の設計  

15 配管方式と圧力分布  

16 自動制御設備  

17 期末試験  

18 期末試験  

 
評価方法 課題（10%）、期末試験（90%）で受講者の学習到達度を評価する。 

教科書及び参考書 教科書：空気調和・衛生工学会編、空気調和設備計画設計の実務の知識 改訂4版、2017年3月発行 

主な使用機器等  

その他  

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程               
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

建築専攻 

微分方程式 
(Differential Equation) 

2単位 

(36H) 

石川 哲 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
2～4年次前期 選択 

 
授業の目的と概要 

微分方程式は、工学に現れる現象を記述する。そして、微分方程式の解を求めることにより、工学に現れる現象を予測することが可能になる。例えば、 

常微分方程式により、力学的あるいは電気的な振動現象を記述し、その解を求めることにより、振動現象を予測することが可能になる。また、例えば、 

偏微分方程式により、熱現象や波動現象を記述し、その解を求めることにより、熱現象や波動現象を予測することが可能になる。本授業では、常微分 

方程式や偏微分方程式などの微分方程式の解法を学習する。 

 
到達目標 

1. さまざまな工学の現象を常微分方程式を用いて記述し、解を求めることができる。 

2. 熱現象や波動現象などを熱方程式や波動方程式などの偏微分方程式を用いて記述し、解を求めることができる。 

 
授業計画 備考 

1 常微分方程式と工学  

2 変数分離形、同次形の微分方程式  

3 一階線形微分方程式、ベルヌーイの微分方程式、リッカチの微分方程式  

4 クレーローの微分方程式、ラグランジュの微分方程式  

5 完全微分方程式、積分因子  

6 ２階定数係数線形微分方程式、高階定数係数線形微分方程式（斉次形）  

7 ２階線形微分方程式(非斉次形)  

8 定数係数線形微分方程式の演算子法による解法  

9 微分方程式の級数解法、ルジャンドル、ベッセルの微分方程式  

10 ラプラス変換と微分方程式への応用  

11 中間試験  

12 偏微分方程式と工学  

13 フーリエ級数  

14 フーリエ変換  

15 熱方程式  

16 波動方程式  

17 ラプラス方程式  

18 期末試験  

 

評価方法 中間試験（60％）と期末試験（40％）を実施し60点以上を合格とする。 

教科書及び参考書 

参考書： 常微方程式キャンパスゼミ（馬場敬之、マセマ出版） 

      偏微分方程式キャンパスゼミ（馬場敬之、高杉豊、マセマ出版） 

      ドリルと演習シリーズ応用数学(日本数学教育学会高専・大学部会編集,電気書院) 

      テクノロジーへの解析学（佐野茂、大野成義、東京図書） 

主な使用機器等  

その他 微分積分Ⅰ、微分積分Ⅱ 線形代数Ⅰ, 線形代数Ⅱを履修済みであること。 

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程               
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

建築専攻 

複素解析 
(Complex Analysis) 

2単位 

(36H) 

石川 哲 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
2～4年次後期 選択 

 
授業の目的と概要 

微積分学は実数から実数への関数を扱い、工学に現れるさまざまな量を扱うために不可欠であった。複素解析学では複素数から複素数への関数 

を扱う。実数の関数を複素数の関数として考えることにより、実数の関数の問題(例えば、定積分の計算)が容易に解決できる場合がある。これにより、 

工学に現れるさまざまな量を容易に扱うことができるようになる。本授業では、複素関数の微分、積分などの計算や、複素解析の実関数の積分計算 

への応用などを学習する。 

 
到達目標 

1. 複素関数の微分、積分を求めることができる。 

2.. 留数の定理を用いて、実関数の積分値iを計算することができる。 

 
授業計画 備考 

1 複素数と複素平面、  

2 整関数、一次分数関数とその性質  

3 複素関数の微分と正則関数  

4 コーシーリーマンの方程式  

5 三角関数、指数関数とその性質  

6 対数関数、べき関数とその性質  

7 複素関数の積分  

8 コーシーの積分定理、  

9 コーシーの積分公式  

10 演習  

11 中間試験  

12 正則関数のべき級数展開  

13 孤立特異点、ローラン展開  

14 留数と留数定理  

15 実数関数の積分計算への応用  

16 複素関数の性質（一致の定理、最大値の定理など）  

17 演習  

 18 期末試験  

 

評価方法 中間試験（50％）と期末試験（50％）を実施し60点以上を合格とする。 

教科書及び参考書 
参考書： 複素関数キャンパスゼミ（馬場敬之、マセマ出版） 

      ドリルと演習シリーズ応用数学(日本数学教育学会高専・大学部会編集,電気書院) 

主な使用機器等  

その他 微分積分Ⅰ、微分積分Ⅱ 線形代数Ⅰ, 線形代数Ⅱを履修済みであること。 

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程               
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

建築専攻 

プレゼミナール 
（Pre-Seminar on 

 Graduation Thesis） 

 2単位 

（36H） 教員9名 

（内容欄参照）  

 

※卒研担当者と同じ 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 演習 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
3年次後期 必修 

 
授業の目的と概要 

【目的】 各指導教員のもと、専門分野や研究テーマに関する基礎知識を身に付ける。各研究室でのゼミナール活動とディスカッションを通じて研究 

     の進め方の基本を習得する。  

【概要】 本講義は４年次の卒業研究に向けた導入となる授業である。学生は、自分の興味関心と卒業後の進路に合せた研究室を選択し、卒業研究 

     に向けて関連する分野の基礎的な知識と理解を深める。 

【キーワード】 プレゼンテーション、ディスカッション、卒業研究論文に向けたプレレポート 

【クラス分け方式】 

 
到達目標 

1 卒業研究に向けて、実験に必要な各種機器の取り扱うことができる。  

2 卒業研究に向けて、関連情報を収集しまとめることができる。 

3 各自の意見や成果をまとめ発表し、質疑応答ができる。 

 
授業計画 備考 

 ガイダンス  

 研究室紹介  

 

 （教員毎の研究テーマ） 

「低次モードのモーダルパラメータを観測データとする構造物の損傷同定解析」 

「オフィス環境における視覚的品質に関する研究」 

「プレス型コイルばねを用いた引きボルト式建築金物の開発」 

「建築設計プロセスに関する研究」 

「汎用インバータを用いた可変速コンクリートミキサによるコンクリート性状に関する研究」 

「社会活動を支援するコミュニケーションプラットフォームの設計と運用に関する研究」 

「高齢者施設における高齢者をめぐる対人的環境の変化に関する研究」 

「面材により座屈拘束された木造筋かい耐力壁の実挙動分析」 

「木質構造における接合部の強度特性に関する研究」 

（指導） 

池田 義人 

橋本 幸博  

定成 政憲   

和田 浩一   

三田 紀行  

新目 真紀  

金 正和   

藤野 栄一  

塚崎 英世  

 

 研究室訪問  

 研究室配属の確定  

 関連研究の調査・輪講  

 関連技術・技能に関する学習  

 プレレポートの作成とプレゼンテーション  

 
評価方法 プレゼンテーション（40％）、プレレポート（40％）、課題への取り組み姿勢（20％）により総合的に評価する。 

教科書及び参考書 
教科書： 各ユニットで指定するもの。 

参考書： 

主な使用機器等 ノートパソコン、プロジェクタ、各種計測機器、各種工作機械 

その他 教員毎の研究テーマに従い、各教員が上記授業計画の内容を実施すること。 

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程               
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

建築専攻 

多層建築設計製図 
（Building Architectural Design） 

 1単位 

（54H） 
藤江 創（外部講師） 

金 正和 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 実習 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
3年次後期 必修 

 
授業の目的と概要 

【目的】建築設計製図では、小規模建築物の設計課題をとおして一連の建築設計プロセスを学んだ。本実習では、より複雑な設計条件となるオフィス

ビル、または美術館の設計課題を通じて、建築設計技術を習得することを目的とする。 

【概要】本実習では、中規模のオフィスビルの設計課題をとおして機能的な建物の設計を学ぶ。または、美術館の設計課題を通じて機能性と魅力を合

わせ持った建築の設計を学ぶ。いずれの設計も、設計条件や発想・概念のまとめ方、機能や空間の構成、形態化を行い、図面化して模型を作

製し、授業の最後にプレゼンテーションを行う。 

【キーワード】公共施設、複合施設、オフィスビル、美術館、敷地調査（フィールドワーク） 

【複数教員担当方式】 

 
到達目標 

1. 中規模のオフィス、または美術館を計画・設計できる。 

2. 中規模のオフィス、または美術館を図面として表現できる。 

3. 中規模のオフィス、または美術館を適切な建築計画・設計のプロセスで進めることができる。 

4. 中規模のオフィス、または美術館をプレゼンボードと模型を使い表現することができる。 

 
授業計画 備考 

1 ガイダンス、設計条件の把握とコンセプトの作成 全教員9回担当 

2 エスキス１  

3 エスキス２  

4 エスキス３  

5 エスキス４・図面作成１  

6 図面作製２  

7 プレゼンボードの作製  

8 模型作製  

9 プレゼンテーション、講評  

 

評価方法 課題（80％）、プレゼンテーション（20％）で受講者の学習到達度を評価する。 

教科書及び参考書 
教科書：「第3版 コンパクト建築設計資料集成」日本建築学会編 丸善 

参考書：  

主な使用機器等 製図用具、製図台一式、建築CAD一式、模型作製機器、画像処理機器一式、視聴覚機器等 

その他  

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程               
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

建築専攻 

構造設計製図 
（Structural Design） 

 １単位 

(54H) 
藤野 栄一 

舩木 裕之 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 実習 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
3年次後期 必修 

 
授業の目的と概要 

【目的】本実習の前に、鉄筋コンクリート構造や木質構造などの各種構造を取り入れた意匠設計を学んでいる。併せて、各種構造関連の授業では、構

造計画及び部材の断面算定手法を学んでいる。構造設計製図の授業は、構造的な視点を持ち合わせた上で意匠設計ができるようになること

を目的として、各種構造関連の図面の作成を行う。 

【概要】鉄筋コンクリート構造、鋼構造、木質構造の各種構造による小規模な建物について、意匠図、構造計算書、及び、標準仕様書等を用いて、構造

伏図、軸組図、断面リスト、並びに、詳細図等の作図を行う。 

【キーワード】構造伏図、軸組図、断面リスト、詳細図、標準仕様書 

【オムニバス方式】 

 
到達目標 

1. 鉄筋コンクリート構造の建物について、意匠図、構造計算書、標準仕様書をもとに、構造伏図、軸組図、断面リスト、詳細図を描くことができる。 

2. 鋼構造の建物について、構造伏図、軸組図、断面リスト、詳細図などを描くことができる。 

3. 在来木造住宅の床伏図、小屋伏図、軸組図、耐力壁配置図を描くことができる。 

 
授業計画 備考 

1 ガイダンス、鉄筋コンクリート構造の構造伏図  

2 鉄筋コンクリート構造の構造伏図と軸組図  

3 鉄筋コンクリート構造の標準仕様書、断面リスト  

4 鉄筋コンクリート構造の配筋詳細図  

5 鋼構造の構造伏図と軸組図  

6 鉄骨詳細図  

7 在来木造住宅の床伏図  

8 在来木造住宅の小屋伏図、軸組図  

9 在来木造住宅の耐力壁配置図、まとめ  

 

評価方法 レポート（40%）、課題（60%）で受講者の学習到達度を評価する。 

教科書及び参考書 教科書： 自作教材 

主な使用機器等 パソコン、建築CAD 

その他 藤野准教授担当：第5回～9回（5回/9回）、舩木助教担当：第1回～4回（4回/9回） 

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程               
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

建築専攻 

鉄骨実習 
(Practice of Steel Structure) 

 1単位 

(54時間) 
三田 紀行 

   山﨑 尚志 

科目・コース 

区  分 
工学教育科目 

授業形態 実習 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
3年次 前期 必修 

 
授業の目的と概要 

【目的】鉄骨構造は建物を造る際の主要構造の一つで、主にオフィスビル等の高層建物に多用される。ここでは建築現場で実際に部材を組み立てる

作業を、実習を通じて理解することを目的としている。 

【概要】この実習では、鉄骨構造の現場における施工方法について着目し、接合部の実習および性能評価を行うとともに、建築現場における施工、品

質管理ならびに安全管理の能力を身につける。 

【キーワード】建築生産情報処理、工種別仕様・積算、工程計画、検査・測定、建築構造実験 

【複数教員担当方式】 

 
到達目標 

1. 鉄骨構造の概要が説明できる。 

2. 鋼材の接合方法について説明ができるとともに、高力ボルト接合による接合部の施工が行える。 

3. 鋼材の組立手法について説明ができるとともに、鋼材の建て入れ、建て起こし、精度等を考慮した組立が実践できる。 

4. 鉄骨構造の建築現場における品質管理について説明することができる。 

 
授業計画 備考 

1 鉄骨構造の概要 全教員9回担当 

2 鋼材の性質と接合方法  

3 ボルト接合と溶接接合  

4 高力ボルト接合の部材設計  

5 高力ボルト接合の部材性能試験  

6 H型鋼柱材の組立  

7 角形鋼管柱の組立  

8 鉄骨構造の建方精度と品質管理  

9 報告書作成  

 

評価方法 レポート（40%）、課題（40%）、出席（20%）により総合的に評価する． 

教科書及び参考書 
教科書： 特になし 

参考書： 建築工事標準仕様書JASS6鉄骨工事 

主な使用機器等 鉄骨組み立て作業関連機器一式、実験計測機器一式 

その他  

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程               
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

建築専攻 

内装計画 
(Interior Plan） 

2単位 

(36H) 

 繁昌 孝二 

科目・コース 

区  分 
職業訓練科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
2・3年次前期 選択 

 

授業の目的と概要 

【目的】内装計画の基本的考え方を理解し、今日の住空間に求められる使用者の要求に対して、内装計画を自ら立案できるように知識を習得する。 

【概要】内装計画の基本的な考え方として、内装の歴史、人間工学、造形理論等を学習すると共に、住宅設備、内装材料としてのインテリアエレメント、床仕上げ

材、壁仕上げ材、天井仕上げ材、建具製品、塗料・塗装等について知識を養う。また、着彩パースの基本も理解する。 

【キーワード】人間工学、視知覚心理、造形原理、色彩配色、内装計画、住宅設備、、内装材料、インテリアエレメント、透明水彩 

 

到達目標 

1. 内装計画の基本的な考え方から、内装の歴史、人間工学、造形理論等を理解し、それぞれの概要を説明できる。 

2．内装、造作、開口部、インテリアエレメント等がどのようにあるべきかを考慮して、内装計画が出来る。 

3. 内装材料としての床仕上げ材、壁仕上げ材、天井仕上げ材、建具製品、塗料・塗装等について主な種類や特徴を説明できる。 

４．透明水彩による着彩パースの表現方法を理解する。 

 

 

授業計画 備考 

1 内装計画概論  

2 内装の歴史と現状  

3 内装計画と人間工学  

4 内装計画と視知覚心理  

5 内装計画と造形原理  

6 内装計画と色彩の基本  

7 内装計画と色彩理論  

8 内装の材料・構法（床、壁、天井、開口部、階段等）  

9 住宅設備（給水設備、給湯設備、排水設備、換気設備、冷暖房設備、電気設備等）  

10 インテリアエレメント（照明、家具、ウィンドートリートメント等）  

11 インテリアエレメント（寝装・寝具、テーブルウェア、インテリアオーナメント等）  

12 内装材料（塗装材料）  

13 内装材料（塗装法）  

14 着彩パース演習  

15 着彩パース演習  

16 着彩パース演習  

17 期末試験  

18 期末試験  

 

評価方法 期末試験(60％)、演習課題(20％)、出席(20％) により総合的に評価する． 

教科書及び参考書 

教科書：実践につながるインテリアデザインの基本、その他適宜資料を配布。 

参考書：人間工学からの発想「講談社」、世界で一番やさしいインテリア「エクスナレッジ」、インテリアコーディネーターハンド

ブック技術編『改訂版』、販売編『改訂版』「インテリア産業協会」 

主な使用機器等 ノートパソコン、プロジェクタ、スクリーン、塗装機器、着彩パース器具及び材料 

その他  

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程               
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

建築専攻 

建築意匠論 
（Theory of Architectural Design） 

2単位 

（36H） 
中村 元隆 

（外部講師） 

科目・コース 

区  分 
職業訓練科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
2・3年次前期 選択 

 
授業の目的と概要 

【目的】建築の美学的側面を考察しつつ、建築設計に資する造形理論、空間論を習得することを目的とする。 

【概要】建築は快適性、機能性や経済性のみから設計されるものではない。建築観や建築思想、建築の型などから、建築形態を発想する手法を習

得する。建築作品、美術作品を取り上げて、形態、空間構成、装飾、光の扱いなどの分析・解釈をおこなう。 

【キーワード】造形理論、空間論 

 
到達目標 

1. 造形理論について説明できる。 

2. 建築作品、美術作品に使われている造形理論、空間論を説明できる。 

 
授業計画 備考 

1 ガイダンス 建築造形理論 空間構成の考え方  

2 象徴的な発想による建築作品、造形作品  

3 象徴的な発想による設計演習  

4 幾何学的な発想による建築作品、造形作品   

5 幾何学的な発想による設計演習  

6 彫塑的な発想による建築作品、造形作品  

7 彫塑的な発想による設計演習  

8 定型的な発想による建築作品、造形作品  

9 定型的な発想による設計演習  

10 建築作品、造形作品における装飾１  

11 建築作品、造形作品における装飾のスケッチ演習  

12 建築作品、造形作品における空間構成の分析1  

13 建築作品、造形作品における空間構成の分析2  

14 建築作品、造形作品における光の扱い  

15 課題演習  

16 プレゼンテーション  

17 期末試験  

18 期末試験  

 

評価方法 レポート(40％)、期末試験(60％) で受講者の学習到達度を評価する。 

教科書及び参考書 
教科書： 

参考書： 

主な使用機器等 プロジェクタ、DVD、ビデオ 

その他 プロジェクタ等を利用する授業形態に伴う暗室環境に対して、健康管理に注意を払うこと。 

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程               
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

建築専攻 

木質材料 
（Wood Material） 

 2単位 

(36H) 

定成 政憲 

科目・コース 

区  分 
職業訓練科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
2・3年次後期 選択 

 
授業の目的と概要 

【目的】木質材料として、木材、木質材料、プラスチック成形材料、金属材料及び内装材料について基本的特性とその使用法について理解する必要

がある。 

【概要】建築分野で使用されている木材、木質材料、金属材料等についての実物標本を用いて講義し、材料固有の特性と使用法について学習する。 

【キーワード】木材の構造と性質、製材、木材乾燥、合板、パーティクルボード、ファイバーボード、金属材料、内装材料 

 
到達目標 

1. 木材の構造と性質が説明できる。 

2. 木質材料の種類と特性および使用法が説明できる。 

3. プラスチック成形材料と金属材料及び内装材料について説明ができる。 

 
授業計画 備考 

1 ガイダンス (1)シラバスの提示と説明、建築材料の概説  

2 木材の構造と性質 (1)木材の構造、(2)木材の組織  

3 木材の構造と性質 (3)木材の物理的性質、(4)木材の化学的性質、(5)木材の機械的性質  

4 主要木材と木取り (1)主要木材、(2)銘木  

5 主要木材と木取り (3)製材法、(4)木材の規格  

6 木材の乾燥と保存法 (1)乾燥の基礎、(2)乾燥法  

7 木材の乾燥と保存法 (3)腐朽、(4)防虫、(5)防火  

8 木質材料 (1)合板、(2)普通合板、(3)天然木化粧合板と特殊加工化粧合板  

9 木質材料 (4)特殊コアー合板、(5)その他の合板  

10 木質材料 (6)パーティクルボード、(7)繊維版（ファイバーボード）  

11 木質材料 (8)積層材と集成材  

12 プラスチックの成形材料・その他の材料 (1)プラスチック成形材料、(2)竹材・籐材  

13 接着と接着剤 (1)接着、(2)接着剤の種類、(3)合成樹脂接着剤、(4)合成ゴム接着剤  

14 金属材料及び金具類 (1)金属材料、金物及び金具類  

15 内装材料 (1)床材・壁材・天井材、(2)繊維類、(3)紙  

16 内装材料 (4)壁装材料、(5)ガラス  

17 期末試験  

18 期末試験  

 

評価方法 小テスト(40％)、期末試験(60％) で受講者の学習到達度を評価する。 

教科書及び参考書 
教科書：木工材料（著者名：独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 職業能力開発総合大学校 基盤整備セ 

ンター編、出版社：一般社団法人雇用問題研究会、ISBN978-4-87563-405-8） 

主な使用機器等 パソコン、プロジェクタ、DVD 

その他  

 



 

職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程               
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

建築専攻 

建築関係法規 
（Building-related law） 

2単位 

（36H） 

 金 正和 

科目・コース 

区  分 
職業訓練科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
3年次前期 必修 

 
授業の目的と概要 

【目的】2年次に学ぶ建築法規では主に建築設計を行う上で、知識として知っておかなければならないことを学習する。本講義では、法令条文の読解

力の習得に力点を置き、建築関係法規についての個々の規定や各法規との関係性ついて把握しながら、その条文が規定された社会的な理由

についても理解することを目的とする。 

【概要】2年次の建築法規で学んでいない建築基準法の諸規定、及び建築基準法に係わる建築士法、建設業法、消防法、都市計画法などの関係法規

について、その構成や社会的背景を含めて解説する。 

【キーワード】建築基準法、消防法、建設業法、都市計画法、建築士法、労働基準法、各種手続き 

 
到達目標 

1. 建築基準法について説明ができる。 

2. 建築士法について説明ができる。 

3. 建設業法について説明ができる。 

4. 消防法について説明ができる。 

5. 都市開発・宅地造成関係等について説明ができる。 

6. その他関係法規について説明ができる。 

 
授業計画 備考 

1 制度規定  

2 単体規定  

3 構造耐力・構造計算  

4 耐火・防火区画  

5 避難・内装制限  

6 集団規定  

7 建築士法  

8 建設業法  

9 中間試験  

10 消防法  

11 都市計画法  

12 住宅品質確保法および特定住宅瑕疵担保履行法  

13 都市開発・宅地造成関係  

14 建築物の耐震改修の促進に関する法律  

15 高齢者、身体障害者等が円滑に利用できる特定建築物の建築の促進に関する法律  

16 建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律  

17 労働安全衛生法  

18 期末試験  

 

評価方法 レポート（10％）、中間試験（45％）、期末試験（45％）で受講者の学習到達度を評価する。 

教科書及び参考書 
教科書： 建築法規用教材 建築学会編、建築関係法令集 法令編 総合資格学院 

参考書：  

主な使用機器等  

その他  

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程               
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

建築専攻 

構造計画 
(Structural Planning) 

  

2単位 

(36H)  藤野 栄一 

 舩木 裕之 

科目・コース 

区  分 
職業訓練科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
3年次集中 必修 

 
授業の目的と概要 

【目的】建築の主要構造である木造、鉄骨造、鉄筋コンクリート造の構造計画および構造設計手法について講義を行う。演習を通じて、構造種別ごと

の構造計画上の特徴を理解し、柱や梁の配置、断面寸法の決定手法を習得することを目的とする。 

【概要】建物に働く外力や、建物に作用する力の流れについて理解する。同時に各構造種別の構造計画上の特徴を理解し、構造部材の配置の仕方

や部材設計について講義を行う。 

【キーワード】構造力学の施工管理への適用、コンピュータ支援による構造解析 

【オムニバス方式】 

 
到達目標 

1. 各種構造の構造計画の特徴について説明ができる。 

2. 各種設計方法（許容応力度法、保有水平耐力設計法、限界耐力法）

や設計ルートの特徴を説明ができる。 

3. 建物に作用する荷重を計算することができる。 

4. 鉄筋コンクリート造の柱、梁の断面算定ができる。 

5. 鉄骨造の座屈現象や接合部の設計について説明ができる。 

6. 在来木造住宅の鉛直荷重および水平荷重に対する構造計画（架構の

計画）ができる。 

7. 在来木造住宅の造の柱、梁の断面算定及び、壁量計算による水平力

に対する構造安全性の検討ができる。 

 
授業計画 備考 

1 木造、鉄筋コンクリート造、鉄骨造の構造計画の概要  

2 建物の安全性の確保の方法（各種設計方法）、設計ルートとは  

3 建物に作用する荷重について（長期荷重）  
4 建物に作用する荷重について（短期荷重）  
5 建物のバランス（剛性、編心率）  
6 鉄筋コンクリート造の梁部材の断面算定方法の説明と算定演習  
7 鉄筋コンクリート造の柱部材の断面算定の説明と算定演習  
8 鉄筋コンクリート造 まとめ  
9 鉄骨造 座屈現象の説明と座屈判定演習  

10 鉄骨造 接合部の設計法の説明と算定演習について  

11 鉄骨造 まとめ  

12 在来木造住宅の鉛直荷重および水平荷重に対する構造計画（架構の計画）の基本的な考え方  

13 在来木造住宅の地震力の算定方法の説明と算定演習  
14 鉛直荷重に対する柱、梁の仮定断面の決め方と断面算定  
15 壁量計算の概要と計算方法の手順  
16 壁量計算の演習  
17 木造まとめ  
18 期末試験  

 
評価方法 小テスト(30%)、期末試験（70%）で受講者の学習到達度を評価する。 

教科書及び参考書  

主な使用機器等  

その他  

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程               
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

建築専攻 

安全衛生管理 
(Hygiene and Safety  

Management) 

2単位 

(36H) 

前川 秀幸 

科目・コース 

区  分 
職業訓練科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
3年次後期 必修 

 
授業の目的と概要 

【目的】建設業における死亡災害は，他の産業に比較して高い比率を占めている。これは，自然環境の影響を受けやすいことや，工事毎に作業場所・

内容が変わること，また請負関係が重層で作業員の混在作業が多いことなどが原因である。そこで、建設工事において安全を確保し，労働災

害を防止するため，現場における日常の安全管理や災害発生時の措置等について、必要な知識を習得する。 

【概要】労働災害のメカニズムを学習し、これを防止するための方法論を習得する。また、リスクアセスメントに基づく労働安全衛生マネジメントシステム

の理論を学ぶ。 

【キーワード】安全衛生関係法規、建設労働災害と災害防止、安全衛生管理体制、安全衛生作業、作業環境 

 
到達目標 

1. 労働災害のメカニズムを知り，災害防止に活かす方法を説明できる。 

2. 現場における日常の安全管理について説明できる。 

3. 安全管理チェックリストの作成ができる。安全作業・管理マニュアルを説明できる。 

4. 災害発生時の措置が説明できる。 

 
授業計画 備考 

1 労働災害のメカニズム(労働災害及び災害の基本対策)  

2 労働安全衛生法等の関係条文  

3 作業所における安全衛生管理体制  

4 安全な服装・保護具  

5 不安全な行動  

6 現場における日常の安全管理1  

7 現場における日常の安全管理2と作業環境の改善(整理整頓)  

8 安全管理チェックリストの作成  

9 安全管理チェックリストの確認及び修正意見（ディスカッション）  

10 安全管理チェックリストの修正  

11 リスクアセスメントを取り入れた危険予知活動1  

12 リスクアセスメントを取り入れた危険予知活動2  

13 リスクアセスメントを取り入れた危険予知活動3  

14 労働安全衛生マネジメントシステム  

15 災害発生時の措置について(応急措置)1  

16 災害発生時の措置について(応急措置)2  

17 安全衛生管理の実際  

18 総括  

 

評価方法 出席（25％）、定期テスト(75%)により受講者の学習到達度を評価する。 

教科書及び参考書 教科書：新入社員が学ぶ建設現場の災害防止、建設労務安全研究会、労働新聞社、ISBN978-4-89761-302-4 

主な使用機器等 パソコン、プロジェクタ、DVD 

その他  



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程               
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

建築専攻 

建築数学Ⅱ 
（Architectural mathematics Ⅱ） 

2単位 

（36H） 
遠藤 龍司 

（外部講師） 

科目・コース 

区  分 
職業訓練科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
2・3年次前期 選択 

 
授業の目的と概要 

【目的】建築構造解析に必要となる数学知識および、構造計算ソフトで一般に用いられる近似解析手法の基礎について理解する。 

【概要】Newton-Raphson法とテイラー展開による方程式の解法、行列を用いた連立1次方程式の解法について、簡単な演習問題を通して理解する。

さらに、質点系の振動現象を例に固有値問題について理解する。また、ケーブルを例に差分法による近似解析手法について理解する。 

【キーワード】固有値、行列、近似解法 

 
到達目標 

1. Newton-Raphson法とテイラー展開による方程式の解法について理解している。 

2. 行列を用いた方程式の解法について理解している。 

3. 固有値問題について知っている。 

4. 差分法による近似解法について知っている。 

 
授業計画 備考 

1 Newton-Raphson法とテイラー展開による高次方程式の解法  

2 Newton-Raphson法とテイラー展開による高次方程式の解法（演習）  

3 Newton-Raphson法による超越方程式の解法  

4 Newton-Raphson法による超越方程式の解法（演習）  

5 連立方程式と逆行列  

6 Cramerの法則による行列を用いた連立1次方程式の解法  

7 Cramerの法則による行列を用いた連立1次方程式の解法（演習）  

8 固有値問題の固有値と固有ベクトル  

9 固有値問題の固有値と固有ベクトル（演習）  

10 固有値問題の実対称行列と対角化  

11 固有値問題の実対称行列と対角化（演習）  

12 2階常微分方程式の差分法による近似解法（静的問題）  

13 2階常微分方程式の差分法による近似解法（固有値問題）  

14 2階常微分方程式の差分法による近似解法（続固有値問題）  

15 2階常微分方程式の差分法による近似解法（近似解析）  

16 2階常微分方程式の差分法による近似解法（続近似解析）  

17 期末試験  

18 期末試験  

 

評価方法 期末試験(100％) で受講者の学習到達度を評価する。 

教科書及び参考書 
教科書： 

参考書： 

主な使用機器等  

その他  

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程               
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

建築専攻 

建築先端技術論 

（Advanced Technology of 

Architecture ) 

2単位 

(36H) 

全教員 

科目・コース 

区  分 
職業訓練科目 

授業形態 講義 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
3年次3期 選択 

 
授業の目的と概要 

【目的】 建築生産プロセスにおける建築の設計・CAD、施工、構造・評価、仕上げ、設備、環境エネルギー等の各分野での先端技術を解説し、今後の

技術革新にも十分に対応できる知識を習得することを目的とする。 

【概要】 建築設計・CAD分野ではサステナブル建築、建築施工分野では先端的な施工技術、建築構造分野においては最新の耐震技術、免震技術

について学ぶ。また、建築仕上げ分野では新素材とその技術、建築設備分野では最新のメンテナンス技術、建築環境エネルギー分野で

は先端的な省エネ技術を習得する。 

【キーワード】 サステナブル建築、施工技術、耐震技術、新素材、メンテナンス技術、省エネ技術 

【オムニバス形式】 

 
到達目標 

1. 建築計画・CAD分野における先端技術について説明できる。 

2. 建築施工分野における先端技術について説明できる。 

3. 建築構造・評価分野における先端技術について説明できる。 

4. 建築仕上分野における先端技術について説明できる。 

5. 建築設備野における先端技術について説明できる。 

6. 建築環境エネルギー分野における先端技術について説明できる。 

 
授業 計画 備考 

1 ガイダンス 3年担任 

2 建築設計・CAD分野の先端技術1 計画・設計プロセスの開発 U26 

3 建築設計・CAD分野の先端技術2 サステナブル建築 U26 
4 建築設計・CAD分野の先端技術3 設計情報支援による建築生産 U26 
5 建築施工分野の先端技術1 新しい施工方法 U27 

6 建築施工分野の先端技術2 先端の施工技術 U27 
7 建築施工分野の先端技術3 新構法 U27 
8 建築構造・評価分野の先端技術1 耐震、制振、免震技術 U28 

9 建築構造・評価分野の先端技術2 耐震改修 U28 
10 建築構造・評価分野の先端技術3 構工法開発技術 U28 
11 建築仕上分野の先端技術1 新素材とその技術 U29 

12 建築仕上分野の先端技術2 使用形態別の材料とその技術 U29 
13 建築仕上分野の先端技術3 機能別材料とその技術 U29 
14 建築設備分野の先端技術1 設備機器の耐震化技術 U30 

15 建築設備分野の先端技術2 人工環境技術、省エネルギー技術 U38 

16 建築環境エネルギー分野の先端技術 ZEB（ゼロ・エネルギー建築） U38 

17 期末試験 3年担任 

18 まとめ 3年担任 

 

評価方法 レポート(100％) で受講者の学習到達度を評価する。 

教科書及び参考書 教科書： 建築の各分野の専門図書、自作プリント 

主な使用機器等 視聴覚機器（プロジェクタ、DVD、ビデオ、書画） 

その他  

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程               
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

  建築専攻 

インターンシップⅡ 
 (Internship II) 

3単位 

(162H) 

各専攻科の学年担任 

科目・コース 

区  分 
職業訓練科目 

授業形態 実習 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
3年次前期集中 必修 

 
授業の目的と概要 

【目的】. 1.民間志望（企業）・指導員志望（職業訓練施設）とも、職業能力開発総合大学校生として必要な「働くスキル」（仕事に関する基礎的な知識

と技能）を、現場を体験することで習得する。 

.2.対象とするスキルには、技術的スキル（専攻科特有の技能）、対人的スキル（他者と一緒に仕事を進める技能）、概念的スキル（部門間

関係と全体の把握、段取り等の技能）が含まれる。 

【概要】 1.各専攻科の担任が、学生の基礎的な希望を聴取、実習先（民間／職業訓練施設）を決定する 

2.事前に業界調査や施設業務など、自発的に予習しておくことが必須 

3.施設ごとの実情と自分の知識・技能水準に合わせて業務に参加する 

4.報告会で全員の体験と収穫等を共有する 

 
到達目標 

1.社会人の基礎的なスキル（ビジネスマナー等）について発揮できる 

2.職業訓練指導員の仕事について理解する 

3.受入先の状況と要望を理解する 

4.技術的スキル：自分の水準を把握、「できること」と「できないこと」を先方に伝えることができる 

5.対人的スキル：「積極性」「工夫」「相手とのコミュニケーション力」「研修生としての態度」等を発揮・向上する 

6.概念的スキル：各部門間関係や連携の様子、具体的業務の順序や異例事項への対応等、具体例を観察、報告書で図と文章で説明できる 

 
授業計画 備考 

1 オリエンテーション1：ビジネスマナー 外部講師招聘（研修等で実績あるビジネス系講師を単発で起用） 

2 オリエンテーション2：職業訓練施設 ポリテクセンター経験が長い、あるいは直近まで従事していた教員 

3 施設実習(1) 【民間企業】 

(1) インターンⅠの経験を活かし、より実践的な業務に挑戦する 

(2) 事前に、地域産業の特徴、受入企業の業界、企業概要について十分理解しておく 

(3) 受入企業の指示に従うのは当然だが、自ら積極的に発言・質問・行動する 

(4) 職業大の学生の評価を高めるよう自覚を持って行動する 

 

【職業訓練施設】 

(1) 基本的には訓練科に所属する 

(2) 指導員のハローワーク訪問、事業主支援科の企業訪問等に同行する 

(3) 指導員の指示に基づき、学科の傍聴、実技の補助を行う 

(4) 知識と技能を有すると指導員が認めるものは、指示された範囲で訓練を補助する 

(5) その他指導員が必要と認める作業（例：指導案の作成）を行う 

4 施設実習(2) 

5 施設実習(3) 

6 施設実習(4) 

7 施設実習(5) 

8 施設実習(6) 

9 施設実習(7) 

10 施設実習(8) 

11 施設実習(9) 

12 施設実習(10) 

13 施設実習(11) 

14 施設実習(12) 

15 施設実習(13) 

16 施設実習(14) 

17 施設実習(15) 

18 総括  

 

評価方法 

1. 施設の受け入れ指導担当者による現場評価 

2. 学年担任による総合的評価（成果報告書および報告会のプレゼンテーションによる評価。全体を通じての参加態

度、出欠などが加味される） 



教科書及び参考書 なし 

主な使用機器等 なし 

その他 

1. 実際の運営と評価は学年担任だが、情報共有のため能開応用系教員が「学年担任の連絡会」の招集を行う 

2. 実務経験が豊富な特認教員と職員（学生課・教務課各1名兼任）による「キャリア支援センター」（仮称）を設立、対

外的交渉及び校内調整の一元化を図る 

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程               
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

建築専攻 

安全衛生管理実習 
(Hygiene and Safety  
Management Practice) 

1単位 

(54H) 
定成 政憲 

舩木 裕之 

科目・コース 

区  分 
職業訓練科目 

授業形態 実習 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
3年次2期 必修 

 
授業の目的と概要 

【目的】  本実習は、木造・鉄筋コンクリート造・鉄骨造の施工時の作業で特に安全に関する知識や技能が要求される事項について学ぶものである。 

【概要】  木造工事に関係する工具・機械類の取り扱い、足場組立作業を中心に学習する。 

【キーワード】  災害防止、安全衛生推進活動（ＫＹＫ）、安全衛生作業、応急処置、建設現場の安全管理 

【複数教員担当方式】 

 
到達目標 

1. 木材加工用機械の安全作業について説明ができる。 

2. 足場の組立て作業と解体作業について説明ができる。 

3. 安全作業・管理マニュアルをもとに当該作業について説明ができる。 

 
授業計画 備考 

1 ガイダンス (1)シラバスの提示と説明(2)安全作業・管理マニュアルについて  

2 木材加工用機械の種類、構造及び性能 (1)手押し鉋盤、(2)自動一面鉋盤  

3 木材加工用機械の種類、構造及び性能 (3)昇降丸鋸盤、(4)テーブル移動横切り盤、(5)パネルソー  

4 木材加工用機械の種類、構造及び性能 (6)軸傾斜丸鋸盤、(7)リップソー  

5 木材加工用機械の安全装置の種類、構造及び性能（接触予防装置と反発防止装置）  

6 木材加工用機械とその安全装置の保守点検（作動部の注油、安全装置の可動範囲確認）  

7 木材加工用機械の作業要領書作成  

8 木材加工用機械の安全作業に関するプレゼンテーション  

9 建設作業における足場に関する法律  

10 高所作業における足場に関する災害事例  

11 足場の組立作業 (1)服装、装具および保護具  

12 足場の組立作業 (2)枠組み足場の組立作業  

13 足場の組立作業 (3)労働安全衛生規則による枠組み足場作業の安全確認  

14 足場の組立て解体作業 (1)枠組み足場の解体作業、(2)枠組み足場の整理整頓  

15 足場の組立て作業と解体作業の作業要領書作成  

16 足場の安全作業に関するプレゼンテーション  

17 期末試験  

18 期末試験  

 
評価方法 レポート（40%）、期末試験(20%)、作業に対する取り組み姿勢(40%) により総合的に評価する。 

教科書及び参考書 教科書：自作テキスト 

主な使用機器等 木材加工用機械、枠組み足場、パソコン、プロジェクタ、DVD 

その他  

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程               
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

建築専攻 

施工図実習        

(Practice of Working Drawings ) 

  

1単位 

(54H) 明村 建 

（外部講師） 

科目・コース 

区  分 
職業訓練科目 

授業形態 実習 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
3年次2期 必修 

 
授業の目的と概要 

【目的】鉄筋コンクリート造の施工図は、建築物の着工から竣工までの生産プロセスを円滑に行うため重要な図面である。本実習では、設計図書の情

報から施工図に必要な情報を抽出し、施工図の読解と作図ができる能力を習得することを目的とする。 

【概要】本実習では、施工図作図に必要な要素を、作図演習を通じて段階的に習得する。最終課題として鉄筋の納まりやタイル割りを考慮したコンク

リート躯体図を作図する。 

【キーワード】基本設計図書、各種躯体図、各種仕上詳細図 

 
到達目標 

1. 施工図(施工計画図，施工計画書，施工要領書など)が読解できる。 

2. 資料を見ながら、コンクリート躯体図の寸法読解・施工図の作図ができる。 

3. 資料を見ながら、開口部廻りの納まりの読解と施工図の作図ができる。 

4. 資料を見ながら、タイル割り図の読解と作図ができる。 

5. 資料を見ながら、鉄筋加工図と詳細図の作図ができる。 

 
授業計画 備考 

1 施工図の概要及び設計図書を構成する種類と読解  

2 開口部廻りの説明と建具の納まり図の作図  

3 コンクリート躯体図の説明と作図演習  

4 タイル割り図作図演習（外壁）  

5 タイル割り図作図演習（内壁）  

6 鉄筋の定着計算の説明と計算演習  

7 鉄筋加工図と鉄筋詳細図の作図演習  

8 鉄筋の納まり、タイル割りを考慮したコンクリート躯体図の作図演習  

9 まとめ  

 

評価方法 レポート（20％）、課題（80％）で受講者の学習到達度を評価する。 

教科書及び参考書 
教科書： 自作プリント 

参考書：  

主な使用機器等  

その他 
 

 

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程               
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

建築専攻 

内装実習 
(Practice of Building  

Finishing) 

1単位 

（54H） 

塚崎 英世 

科目・コース 

区  分 
職業訓練科目 

授業形態 実習 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
3年次1期 必修 

 
授業の目的と概要 

【目的】建築仕上げの工法は、大別すると「乾式工法」と「湿式工法」に分けることが出来る。本実習は「乾式工法」によって、床、壁、天井の仕上げに関

する基本的な技術、技能を習得することを目的とする。 

【概要】壁仕上げおよび天井仕上げでは石こうボードによる下地、目地処理、壁紙施工を行なう。床仕上げでは防水施工も含め、タイルカーペット、塩化

ビニル樹脂シートなどによる仕上げ施工を学ぶ。 

【キーワード】内装施工、床仕上げ、壁仕上げ、天井仕上げ 

 
到達目標 

1. 乾式仕上げで床の施工が出来る。 

2. 乾式仕上げで壁の施工が出来る。 

3. 乾式仕上げで天井の施工が出来る。 

 
授業計画 備考 

1 乾式仕上施工概論  

2 壁下地施工作業  

3 下地処理作業  

4 壁装仕上作業  

5 天井下地施工作業  

6 天井下地処理作業  

7 天井仕上作業  

8 床仕上作業1  

9 床仕上作業2  

 

評価方法 レポート(20％)、課題(40％)、作業に対する取り組み姿勢(40％) により総合的に評価する． 

教科書及び参考書 教科書： 自作プリント 

主な使用機器等 プロジェクタ 

その他 プロジェクタ等を利用する授業形態に伴う暗室環境に対して、健康管理に注意を払うこと。 

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程               
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

建築専攻 

左官・タイル実習 
(Wet Finishing Practice) 

1単位 

(54H) 
三田 紀行 

山﨑 尚志 

科目・コース 

区  分 
職業訓練科目 

授業形態 実習 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
3年次後期集中 必修 

 
授業の目的と概要 

【目的】本実習では、湿式工法による内外装仕上げに関して、壁を対象とし、下地から仕上げまで一連の施工を総合的に体得し、基本的な施工につい

ては自ら行えるようになることが目的である。 

【概要】ラス下地の施工、セメントモルタルによる下塗りおよび中塗り、漆喰などの仕上塗材による上塗り、さらには積み上げ張りによるタイルの施工を習

得する。左官材料に関する基礎的な材料試験も行い材料の基本物性を評価し、「湿式工法」に関する内外装仕上げの基本的な技術、技能を

習得することがねらいである。 

【キーワード】外装施工、木造建築の躯体施工、鉄骨造建築の躯体施工、内装施工、タイル張り施工 

【複数教員担当方式】 

 
到達目標 

1. 日本建築学会 工事標準仕様書JASS15およびJASS19に基づき、内外装の左官工事およびタイル張り工事の基本的な施工ができる。 

 
授業計画 備考 

1 湿式仕上施工および下地施工作業  

2 下塗り施工作業  

3 中塗り施工作業  

4 上塗り施工作業  

5 タイル張り施工作業  

6 湿式仕上材料性能評価  

 
評価方法 出席状況と実技試験により成績評価を行う。 

教科書及び参考書 教科書：自作テキスト 

主な使用機器等 パソコン、プロジェクタ、左官工事器具一式、タイル張り工事器具一式 

その他  

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名：総合課程               
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

建築専攻 

技能応用実習 
(Advanced Tecｈnical Training) 

1単位 

(54H)  前川 秀幸 

 塚崎 英世 

 佐畑 友哉 

科目・コース 

区  分 
職業訓練科目 

授業形態 実習 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
3年次3期 必修 

 
授業の目的と概要 

【目的】 振れ隅木、振れたる木、ねじ組などの部材の展開図の作図、墨付け、加工に必要不可欠な技能の習得をすることを目的とした実習である。 

【概要】 一級技能検定程度の技能要素である振れ隅木、振れたる木、ねじ組などの部材の展開図の作図、墨付け、加工を学ぶ。 

【キーワード】 振れ隅木、振れたる木、ねじ組部材の現寸展開図作成・墨付け・加工 

【複数教員担当方式】 

 
到達目標 

1. 実技課題における振れ隅木、振れたる木など斜材の現寸展開図が作図することができる。配布資料をもとに説明ができる。 

2. 振れ隅木、振れたる木などの斜め材の木削り（くせ削り）作業ができる。配布資料をもとに安全に留意して作業ができる。 

3. 実技課題の振れ隅木、振れたる木などの斜材の墨付けができる。作図した現寸展開図をもとに正確な作業ができる。 

4. 実技課題の振れ隅木、振れたる木などの斜材の加工ができる。配布資料をもとに安全に留意して作業ができる。 

5. 実技課題の部材組立・調整作業ができる。配布資料をもとに安全に留意して作業ができる。 

 
授業計画 備考 

1 小屋組みと規矩術(基本図から勾配関係を読み取ること) 各教員が9回担当 

2 木取り、木づくり1（かんな掛け作業）  

3 木づくり2（くせ取りかんな掛け作業）  

4 部材の墨付け1  

5 部材の墨付け2  

6 部材の加工1  

7 部材の加工2  

8 課題の組立て1  

9 課題の組立て2  

 

評価方法 出席（30%）、レポート(20％)、課題(40％)、作業に対する取り組み姿勢(40％) により総合的に評価する． 

教科書及び参考書 教科書：松留愼一郎、前川秀幸、田母神毅：大工技術を学ぶ Ⅰ: 道具・規矩・工作法編、市ヶ谷出版 

主な使用機器等 大工工具一式、作業服、作業帽、作業靴、筆記用具 

その他 

【安全上の注意点】 

木造建築施工実習など関連授業と同様、安全第一である。 

作業前の危険予知活動を通じて、安全作業について理解すること。作業中は周囲を確認して、十分な作業スペースを

確保すること。また、自分だけではなく、お互いに注意しあうこと。 

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程               
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

建築専攻 

木造造作実習 
（Practice of Wooden Building 

 Finishing Carpentry） 

2単位 

(108H) 
藤野 栄一 

前川 秀幸 

科目・コース 

区  分 
職業訓練科目 

授業形態 実習 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
3年次前期 必修 

 
授業の目的と概要 

【目的】 2年次後期の木造建築実習においては、在来木造住宅の軸組の墨付け・加工及びその建て方を学んだ。木造造作実習では、在来木造住宅

の内装仕上げに関わる造作工事を実践し、造作工事に関する技術・技能の習得を目的とする。併せて、課題の作成に取り組み、手工具を用

いた木材の加工技術の向上を目指す。 

【概要】 木造住宅の内装仕上げに関わる造作工事を行う。具体的には、小規模な在来軸組工法による模擬家屋の軸組に対して、敷居・鴨居、フローリング、石膏ボ

ード下地、幅木、天井下地、及び、天井回り縁等の造作工事を行う。併せて、課題の加工・組立に取り組む。 

【キーワード】 内装、造作工事、敷居・鴨居、フローリング、石膏ボード下地、幅木、天井下地、天井回り縁 

【複数教員担当方式】 

 
到達目標 

1. 敷居・鴨居、フローリング、石膏ボード下地、幅木、天井下地、及び、天井回り縁等の造作工事ができようになる。 

2. 課題の加工・組立をとおして、小屋組みの加工技術ができるようになる。 

3. 内装造作工事について、安全作業ができるようになる。 

 
授業計画 備考 

1 ガイダンス、課題の部材展開図の作成 各教員が18回担当 

2 木取り、木づくり1（かんながけ作業）  

3 木づくり2（くせ取りのかんながけ作業）  

4 部材の墨付け1  

5 部材の墨付け2  

6 部材の加工1  

7 部材の加工2  

8 部材の加工3  

9 課題の組立  

10 模擬家屋の軸組の建て方  

11 間柱・筋かいの取り付け  

12 天井回り縁（真壁）  

13 敷居、鴨居  

14 床工事（根太、床下地、フローリング）  

15 壁下地、幅木  

16 天井下地、天井回り縁  

17 造作工事  

18 模擬家屋解体  

 

評価方法 出席(30％)、課題（50％）、作業に対する取り組み姿勢(20％) により総合的に評価する． 

教科書及び参考書 教科書：大工技術を学ぶⅡ: 構法・施工・模擬家屋編 松留慎一郎、前川秀幸、田母神毅著、市ヶ谷出版社 

主な使用機器等 大工手工具、電動工具 

その他 

安全上の注意事項：作業服、作業帽（建て方時には安全帽）および安全靴を着用すること。 

【安全上の注意点】 

木造建築施工実習など関連授業と同様，安全第一である。 

作業前の危険予知活動を通じて，安全作業について理解すること。作業中は周囲を確認して，十分な作業スペースを

確保すること。また，自分だけではなく，お互いに注意しあうこと。 

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程               
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

建築専攻 

鉄筋コンクリート実習 
(Practice of Reinforced  

Concrete) 

  

2単位 

(108H) 滝口 尚一（外部講師） 

舩木 裕之 

 

科目・コース 

区  分 
職業訓練科目 

授業形態 実習 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
3年次3期 必修 

 
授業の目的と概要 

【目的】 鉄筋コンクリート造の耐震性能および耐久性能の良し悪しは、鉄筋の配筋や型枠パネルと建込みの精度の影響を受ける。そのため、実習は、

鉄筋コンクリート造の耐震性能等を確保するために留意すべき、鉄筋の加工と配筋、型枠の建込方法とその評価方法について習得すること

を目的とする。 

【概要】 本実習では、鉄筋コンクリート造建物の主要な部分である柱、梁、接合部の鉄筋の加工、組立、型枠パネルの作製、建込を行い、それらを

設計図書および公共建築工事標準仕様書に基づき評価する。指摘事項を改善し、その評価ポイントを学ぶことで、健全な鉄筋コンクリート造

建物の施工法を学習する。 

【キーワード】 鉄筋コンクリート造建築の躯体施工、工事測量、仮設足場 

【複数教員担当方式】 

 
到達目標 

1. コンクリート躯体図の読解ができる。 

2. 鉄筋の加工寸法の計算ができる。 

3. 帯筋、主筋の加工とその評価が共通仕様書に基づいてできる。 

4. 鉄筋加工図の読解ができる。 

5. 鉄筋組立ができる。 

6. 型枠加工図の読解ができる。 

7. 柱、梁の型枠パネルを作製することができる。 

8. 型枠を建込することができる。 

 
授業計画 備考 

1 ガイダンスと安全作業について 各教員が18回担当 

2 コンクリート躯体図読解演習  

3 墨出し演習と鉄筋の加工寸法の算出  

4 主筋、帯筋の加工図の作図  

5 帯筋の加工とその評価手法（加工寸法、折り曲げ角度、寸法）  

6 帯筋の加工演習  

7 主筋の加工とその評価手法（加工寸法、定着長さ）  

8 主筋の加工演習  

9 コンクリート打設演習  

10 鉄筋組立とその評価手法  

11 鉄筋組立演習  

12 鉄筋組立演習（接合部）  

13 型枠加工図の概要  

14 型枠加工図作成演習  

15 コンクリート型枠パネル作製演習  

16 コンクリート型枠パネル作製とその評価手法（型枠の加工寸法、建込精度、かぶり厚さ）、型枠建込み演習  

17 レポート作成  

18 レポート作成、まとめ  

 

評価方法 レポート（70％）、作業に対する取り組み姿勢(30％) により総合的に評価する． 

教科書及び参考書 
教科書：公共建築工事標準仕様書(公共建築協会) 

参考書：建築工事監理指針 上、建築工事監理指針 下 

主な使用機器等 使用機器:木工手工具、電動工具（インパクトレンチ、丸のこ）、鉄筋カッター、ベンダー、トランシット、,レベル 

その他  

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程               
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

建築専攻 

鉄筋コンクリート建設実習 
(Construction Practice of  

Reinforced Concrete) 

  

2単位 

(108H)  滝口 尚一（外部講師） 

舩木 裕之 

科目・コース 

区  分 
職業訓練科目 

授業形態 実習 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
3年次4期 必修 

 
授業の目的と概要 

【目的】鉄筋コンクリート造建物の生産プロセス（施工の流れ）及び施工、施工管理、仮設計画、安全衛生管理を、鉄筋コンクリート造の建設を通じて

理解し、その適切な方法と評価手法を習得することを目的とする。同時に鉄筋コンクリート造柱の耐震性能試験を実施し、施工法や損傷によ

る鉄筋コンクリート造柱の耐震性能の影響についても学ぶ。 

【概要】鉄筋コンクリート造建物の１棟の躯体工事を施工、施工管理、安全管理等を建築現場で行われている生産プロセスに準じて実施する。各工種

の施工等を、責任を持って行うよう授業ごとに担当リーダーを決め、担当リーダーの指示のもと、法令を遵守した施工実習を行う。 

【キーワード】仮設物の設計、施工計画、各種建築の施工及び施工管理 

【複数教員担当方式】 

 
到達目標 

1. 各工程における施工計画案を、資料を見ながら作ることができる。 

2. 梁、柱等の配筋、型枠の作業内容を理解し、その作業の問題点を指

摘ができる。 

3. 設計図書、コンクリート躯体図に基づき、柱、梁、スラブの配筋、型枠の

建込みができる。 

4. 法令を遵守した仮設計画を、資料を見ながら計画できる。 

5. 各工程の災害事例を、資料を参考に説明ができ、災害防止のための

安全衛生推進活動（KYK）を行うことができる。 

6. 鉄筋コンクリート柱の耐震性能の評価項目と評価手法について、資料

を見ながら説明できる。 

7. 建設現場の安全を確保するための安全管理について、資料を見なが

ら説明できる。 

 
授業計画 備考 

1 基礎型枠の建込 各教員が18回担当 

2 基礎配筋の組立、配筋検査  

3 コンクリート打設、コンクリート受入検査  

4 柱配筋の組立  

5 柱型枠の建込  

6 柱配筋検査及び修正  

7 梁型枠の建込、仮設材（足場）設置  

8 梁型枠用支保工の設置  

9 スラブ型枠の建込  

10 スラブ型枠用支保工の設置  

11 梁配筋及び配筋検査  

12 スラブ配筋  

13 スラブ配筋検査及び修正  

14 コンクリートの打設と受け入れ検査  

15 鉄筋コンクリート柱の耐震性能試験  

16 鉄筋コンクリート柱の耐震性能試験の評価（実験データ解析）  

17 脱枠と解体  

18 まとめ  

 
評価方法 レポート（70％）、作業に対する取り組み姿勢(30％) により総合的に評価する． 

教科書及び参考書 
教科書： 公共建築工事標準仕様書(公共建築協会) 

参考書： 建築工事監理指針 上、 建築工事監理指針 下 

主な使用機器等 使用機器: 木工手工具、電動工具、鉄筋カッター、ベンダー、トランシット、レベル 

その他  

 



職業能力開発総合大学校 シラバス  

課程名： 総合課程               
 

専攻／科名 
授業科目名 

（英文授業科目名） 

単位数 

（時間数） 
担当者 

建築専攻 

構造実験 
（Experiment of Building 

 Construction） 

１単位 

（54H） 
 池田 義人 

  藤野 栄一 

科目・コース 

区  分 
職業訓練科目 

授業形態 実習 必修／選択 

履修年次 

開講時期 
3年次4期 選択 

 
授業の目的と概要 

【目的】地震力や風圧力に対する建物の構造的な性能を学ぶ上では、構造設計により構造安全性の検討方法を学ぶだけでなく、建物の破壊時の性

状や振動性状など、その実挙動を知っておくことが重要である。構造実験では、建物の構造部位を対象とした静加力実験や、建物の振動模

型を対象とした振動実験により建物の実挙動を把握し、構造設計や構造計算などの構造安全の評価に関わる授業の理解度を向上させること

を目的とする。 

【概要】本実習は、静加力実験と振動実験により構成され、グループワークにより進める。建物の構造部位及び接合部を対象とした静加力実験を行

い、その構造性能を実験的に評価するとともに、構造計算により求まる構造性能と実験結果の比較検討を行う。併せて、建物の振動模型を

対象として自由振動実験や振動台を用いた強制加振実験を行い、実験より得られる振動特性と振動理論により導き出される値との比較検討

を行う。また、これらの実験を通して、工法開発などで必要とされる構造性能の実験的な評価などに対応する能力を習得する。 

【キーワード】構造実験、実挙動、静加力実験、構造性能評価、振動実験、振動性状 

【複数教員担当方式】 

 
到達目標 

1. 建物の構造部位及び接合部の構造性能の評価方法について説明できる。 

2. 建物の固有振動数や応答加速度等の振動特性について説明できる。 

3. 構造計算等の解析値と実験値とを比較し、検討することができる。 

 
授業計画 備考 

1 ガイダンス、静加力実験による構造性能の評価の概要、試験対象部位とその構造性能の概要 各教員が9回担当 

2 試験機の取り扱い方法、試験の対象とする構造部位の製作と試験準備  

3 静加力実験の実施、実験データの分析  

4 実験データに基づく構造性能の評価、構造設計などの評価値との比較検討、レポートの作成  

5 建物の構造性能と振動性状の関係、振動理論の概説  

6 実験用振動モデルの静的剛性の評価、自由振動実験による固有振動数の測定と理論値との比較  

7 振動モデルを対象とした地震波による強制加振実験、応答性状の分析と理論値との比較  

8 減衰を付加した振動モデルの強制加振実験、実験結果の考察、レポートの作成  

9 構造実験のまとめ  

 

評価方法 レポート(60％)、課題(20％)、作業に対する取り組み姿勢(20％) により総合的に評価する． 

教科書及び参考書 
教科書： 

参考書： 

主な使用機器等 振動実験システム、静的加力システム、パソコン 

その他 実験内容に応じた安全な服装とする。 
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